
 

ＡＬＰ６００
温度調節器取扱説明書

安全等の注意事項は別紙取扱説明書を必ずお読みください。
本書はパネルキー操作説明を記載してあります。

アルプ株式会社
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時間表示部
設定時間の残稼働時間を表
示しする
点滅表示中は設定時間を表
示しする

温度表示部
通常は現在器内温度表示
点滅表示中は設定温度を表
示しする

点灯時はヒーターへ通電する
温度が設定温度に達すると、点滅
を繰り返して温度を制御する

運転表示ランプ
運転モードにより点滅する

霜取ランプ
点灯中は霜取中
霜取後温度が設定温度に近づくまで点滅表示する

CONTROL

SET

START/STOP

TIMER
SET

TEMP

ENT

MH
ＭＡＩＮ

MODE

℃

ＤＥＦＲＯＳＴ

CONTROL

SET

START/STOP

TIMER
SET

TEMP

ENT

MH
ＭＡＩＮ

MODE

℃

ＤＥＦＲＯＳＴ

日常の電源
の「入切」
を行う

時間変更を行うキー
運転中に押すと設定時間の確認が
できる

温度変更を行うキー
運転中に押すと設定温度の確認がで
きる温度など数値の変更を行うキー

運転モードの選択キー
運転停止中に押すと運転モー
ドが時間表示部に表示される

設定変更を登録するキー 運転の開始/停止を行うキー

各ランプの説明

各キーの説明

（１）簡易マニュアル 
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（２）パネル操作部の名称と機能

CONTROL

SET

START/STOP

TIMER
SET

TEMP

ENT

MH
ＭＡＩＮ

MODE

℃

ＤＥＦＲＯＳＴ

①

② ④③⑤⑥

⑦

⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

原因 表示
　過冷 　ｒＡＬ

　センサー断線 　－－－

　ヒーター断線 　ＨＥｔ

　オーバーヒート 　　ＡＬ

　トライアックショート 　ｔｒＩ

エラー 表示

　記憶素子の異状 　Ｅｒ１

　ＡＴの異状 　Ｅｒ２

警報とシステムエラー表示

番号 名称 機能 働き　（特別な機能）

① MAINキー 日常の電源を入／切するスイッチ 一度押すと電源ＯＮ。もう一度押すと電源ＯＦＦ。

② TEMP SETキー 設定温度を設定／確認するキー 運転中に押すと設定温度を点滅表示。

③ 温度表示部 現在温度を表示 通常は現在器内温度を表示。設定温度は点滅表示。

④ TIMER SETキー 設定時間の設定／確認するキー 運転中に押すと設定時間を点滅表示。

⑤ 時間表示部 現在残時間を表示 タイマー運転時はカウントダウン。連続運転時は消灯。

⑥ 制御出力ランプ 点灯時ヒーター出力ＯＮ 昇温中は点灯。制御温度付近から点滅。

⑦ 矢印キー 設定値を変更するキー 押し続けると自動歩進。

⑧ ＥＮＴキー 設定変更した内容を登録するキー

⑨ MODEキー 運転モードを変更するキー 押すごとに各運転モードが表示。

⑩ 霜取りランプ 霜取り中点灯 霜取り中点灯。その後設定温度付近になるまで点滅表示。

⑪ 運転表示ランプ 運転中点灯表示 運転停止時は消灯。

⑫ START/STOPキー 運転を開始/停止するキー。 １ステップ運転の時、タイマーをスタート。
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日常の電源の入／切はパネル上の①ＭＡＩＮキーで行います。
正しく設置され、安全上問題がない事を確認してから①ＭＡＩＮキーを押してください。
ＭＡＩＮの中央部を押せば電源が入ります。もう一度押せば切れます。
デジタルパネル部に現在器内温度が表示されます。

上部配電盤裏側の電源スイッチ（過電流・漏電ブレーカー）が入り（上側）になっている事
を必ず確認してください。長時間使用を停止する場合は必ず切り（下側）にして、プラグを
コンセントから外してください。

（３）電源について

（４）各運転モードの概要について

本器は次の５つの運転モードがあります。
①連続運転モード
②１ステップ運転モード
③２ステップ運転モード
④周期運転モード
⑤プログラム運転モード
５種類のモードから１つを選択し、運転を行います。
用途により運転モードを選択してご使用下さい。

設定温度で定値連続運転します。

温度設定数：１点（Ｔ）

連続運転モード　 ７ページ

温
度

①連続運転モード

時間

Ｔ

設定温度（Ｔ１）で運転中、ＳＴＡＲＴ/ＳＴＯＰキー
を押すと、設定時間（ｔ）運転後、もう一つの設定温度
（Ｔ２）で定値連続運転します。

温度設定数    ：２点（Ｔ１，Ｔ２）
タイマー設定数：１点（ｔ）
　

１ステップ運転モード ８ページ

②１ステップ運転モード

時間

温
度

ｔ
Ｔ１

Ｔ２
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温度設定数    ：２点（Ｔ１，Ｔ２）
タイマー設定数：２点（ｔ１，ｔ２）
繰り返し回数  ：１～９９回
　　　　　　  　０で無限回
運転終了動作
　　１．ＨＯＬＤ：運転終了時の設定温度で連続運転
　　２．ＥＮＤ  ：制御終了
　　３．ＣＯＮＳ：別の設定温度で連続運転

２ステップの温度と時間を運転します。

２ステップ運転モード ９ページ

温
度 t1

t2

③２ステップ運転モード

Ｔ１

Ｔ
２

時間

温度設定数    ：２点（Ｔ１，Ｔ２）
タイマー設定数：２点（ｔ１，ｔ２）
繰り返し回数  ：１～９９回
　　　　　  　　０で無限回
運転終了動作
　　１．ＨＯＬＤ：運転終了時の設定温度で連続運転
　　２．ＥＮＤ  ：制御終了
　　３．ＣＯＮＳ：別の設定温度で連続運転

周期運転モード １１ページ

時間

温
度

ｔ1

t2

④周期運転モード

Ｔ１

Ｔ２

最大８ステップまでの温度と時間を任意に設定でき
ます。温度上昇、下降時間は含みません。

温度設定数    ：最大８点（Ｔ１～Ｔ８）
タイマー設定数：最大８点（ｔ１～ｔ８）
繰り返し回数  ：１～９９回
　　　　　　  　０で無限回
運転終了動作
　　１．ＨＯＬＤ：運転終了時の設定温度で連続運転
　　２．ＥＮＤ  ：制御終了
　　３．ＣＯＮＳ：別の設定温度で連続運転

ステップ数
　　Pr□を点滅表示中に ⑦設定変更キーで増減できます。

プログラム運転モード １３ページ

※上図のグラフは５ステップのプログラム運転を示しています。

時間

温
度

１ ２ ３
４

５

⑤プログラム運転モード

Ｔ

t
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（５）電源投入初期状態

電源ＯＮ

ＭＡＩＮキーを押す

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

現在槽内温度表示

現在選択中の運転モードを１０秒間点滅表示し、
その後自動的に現在点滅中のモードを運転開始します

配電盤裏側の電源スイッチを「上側」にします。

（６）運転モード変更について

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TIMER
SET

TEMP
SET

℃ 

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TIMER
SET

TEMP
SET

℃ 

ＭＨ

Ｃｏｔを１０秒間点滅表示後「連続運転」を開始します。
点滅中に設定温度の変更ができます。

１ＳｔＰを１０秒間点滅表示後「１ステップ運転」を開始
します。点滅中に設定温度、時間が変更できます。

２ＳｔＰを１０秒間点滅表示後「２ステップ運転」を開始
します。点滅中に設定温度、時間が変更できます。

ＣＹＣを１０秒間点滅表示後「周期運転」を開始します。
点滅中に設定温度、時間が変更できます。

Ｐｒを１０秒間点滅表示後「プログラム運転」開始します。
点滅中に設定温度、時間が変更できます。

ＭＯＤＥ

ＭＯＤＥ

ＭＯＤＥ

ＭＯＤＥ

ＭＯＤＥ ＥＮＴ

押す

ＥＮＴ

押す

ＥＮＴ

押す

ＥＮＴ

押す

ＥＮＴ

押す

ＭＯＤＥ ＭＯＤＥキーを押す

現在槽内温度

？

電源投入初期状態

電源投入初期状態において、MODEキーを押すごとに以下の運転モードを表示
点灯し、任意のモードでＥＮＴキーを押すと点滅表示後運転を開始します。
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（７）連続運転 温度の変更方法

ＥＮＴ

電源投入後、
Ｃｏｔが点滅表示されます。

現在槽内温度

点滅表示

Ｃｏｔを１０秒間点滅後運転を開始します。
時間表示部は消灯します。

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TIMER
SET

ＭＨ

温度表示部が点滅中、矢印キーで変更します。
仮に３７.０℃と入力します。

１０秒後自動運転開始

各モード共通

　運転停止について
　　ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰキーを２秒以上押します。
　　時間表示部にそれぞれの運転モードを表示して
　　温度制御は停止します。

　再び運転を行う場合は
　　ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰキーを２秒以上押してください。

ＴＥＭＰ ＳＥＴキーを押します

ＥＮＴキーを押します

TEMP SET

※

※時間表示部(緑色)が点滅した状態（運転中及びタイマー設定変更時を除く）で、１０秒
間放置すると運転表示ランプが点灯または点滅し、自動的に運転を開始します。誤って設
定変更中に運転が開始した場合は、ＭＡＩＮキーを押して電源を切り、再度ＭＡＩＮキー
を押してから設定の変更を行ってください。



 8 

（８）１ステップ運転

　　　　　　　温度と時間の変更方法

１ＳｔＰが点滅表示。

　　と設定温度を交互表示中に、矢印キーで　　の
温度を変更します。仮に３７．０と入力します。

ＥＮＴキーを押すと の温度設定に切り替わります。

ＥＮＴ

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP SETを押します

矢印キーでＴ２の温度を設定します。
仮に１５．０と入力します。

と設定温度を交互表示します。

ＥＮＴキーを押すと再び 温度設定に切り替わります。

現在槽内温度
TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP SETを押します

ＥＮＴ

TEMP SET

TEMP SET

TEMP
SET

℃ 

ＭＨ
TIMER
SET

１０秒後自動運転開始

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

ＥＮＴ

ＥＮＴ

設定時間の分単位（Ｍ）が点滅表示します。
値の変更は矢印キーで行います。（仮に３０に変更）

ＥＮＴキーを押します。

点滅表示

現在槽内温度

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ
設定時間の時単位（Ｈ）が点滅表示します。
値の変更は矢印キーで行います。（仮に１２に変更）

ＥＮＴキーを押します。

TIMER SET

１ＳｔＰが点滅表示します。

（10秒以内）

TIMER SETを押します

T2の設定はENTキーを押さ
ないと登録されません。
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TEMP
SET

次のページへ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

１ステップ目の時単位（Ｈ）が点滅表示します。
仮に１２と入力します。

ＥＮＴキーを押します。

TEMP
SET

℃ 

ＭＨ
TIMER
SET

ＥＮＴ

ＥＮＴ

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

２ステップ目の時単位（Ｈ）が点滅表示します。
仮に８と入力します。

ＥＮＴキーを押します。

TEMP
SET

℃ 

ＭＨ
TIMER
SET

ＥＮＴ

ＴＩＭＥＲ ＳＥＴを押します

（９－１）２ステップ運転

　　　　　　温度と時間の変更方法

２ＳｔＰが点滅表示

と設定温度を交互表示します。仮に３７.０℃と入力します。

値の変更は矢印キーで行います。

　　ENTキーを押すと 設定温度に切り替わります

ＥＮＴ

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

と設定温度を交互表示します。仮に１５．０℃と入力します。

値の変更は矢印キーで行います。

ENTキーを押すと再び 設定温度に切り替わります

現在器内温度

２ＳｔＰが点滅表示

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

ＴＥＭＰ ＳＥＴを押します

ＴＥＭＰ ＳＥＴを押します

ＥＮＴ

１ステップ目の分単位（Ｍ）が点滅表示します。
仮に３０と入力します。

ＥＮＴキーを押します。

２ステップ目の分単位（Ｍ）が点滅表示します。
仮に３０と入力します。

ＥＮＴキーを押すと再び　　設定に戻ります。

TEMP SET

TEMP SET

TIMER SET

(10秒以内)

ＥＮＴ

T2の設定はENTキーを押さ
ないと登録されません。

t2の設定はENTキーを押さ
ないと登録されません。
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２ＳｔＰが点滅表示

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TIMER SET

１０秒後自動運転開始

ＴＩＭＥＲ ＳＥＴキーを押します

（９－２）２ステップ運転　モード設定

TIMER
SET

ＭＨ

ＥＮＴ

ＥＮＴ

ＥＮＴ

２ＳｔＰが点滅表示

ＥＮＴキーを２秒以上押します

２ステップ運転の繰り返し回数を設定します。
値の変更は矢印キーで行います。
１～９９回まで設定可　０で無限回

ＥＮＴキーを押します。

運転終了時の動作選択

１：      （運転終了時の設定温度で連続運転）
２：      （温度制御停止）
３：      （運転終了後に別の設定温度Ｔ３で連続運転）
※１～３の数値は矢印キーにて変更します。
ＥＮＴキーを押します。

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

１５.０℃～５０.０℃で設定可能です。
ＥＮＴキーを押します。（ＥＮＴキーを押すと
再び繰り返し回数設定に戻ります。）
設定後ＥＮＴキーを２秒以上押すと元の表示に
戻ります。

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

ＥＮＴ

３：        を選択した場合、Ｔ３の温度を設定します
値の変更は矢印キーにて行います。　

繰り返し回数が１～９９回の時、運転終了時の動作を選択します

ＥＮＴ

TIMER
SET

ＭＨ

(2秒以上長押し)

Consの時

(10秒以内)
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TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

（１０－１）周期運転

　　　　　　　温度と時間の変更方法

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

ＣＹＣが点滅表示

値の変更は矢印キーで行います。

と設定温度が交互に表示されます。仮に２５.０℃と入力します。

ＥＮＴキーを押すと 設定温度に切り替わりますＥＮＴ

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

値の変更は矢印キーで行います。

と設定温度が交互に表示されます。仮に１５．０℃と入力します。

ＥＮＴキーを押すと再び 設定温度に切り替わります

現在槽内温度

ＣＹＣが点滅表示

ＴＥＭＰ ＳＥＴを押します

ＴＥＭＰ ＳＥＴを押します

TEMP
SET

次のページへ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ １ステップ目の時単位（Ｈ）が点滅表示されます。
値の変更は矢印キーで行います。（仮に１２と入力します）

ＥＮＴキーを押します。

TEMP
SET

℃ 

ＭＨ
TIMER
SET

ＥＮＴ

ＥＮＴ

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

ＭＨ
TIMER
SET

ＥＮＴ

ＴＩＭＥＲ ＳＥＴキーを押します

TEMP SET

１ステップ目の分単位（Ｍ）が点滅表示されます。
値の変更は矢印キーで行います。（仮に３０と入力します）

ＥＮＴキーを押します。

２ステップ目の時単位（Ｈ）が点滅表示されます。
値の変更は矢印キーで行います。（仮に２４と入力します）

ＥＮＴキーを押します。

２ステップ目の分単位（Ｍ）が点滅表示されます
値の変更は矢印キーで行います。（仮に００と入力します）

ＥＮＴキーを押します。
（ＥＮＴキーを押すと再び　　　設定に戻ります。

TIMER SET

TEMP SET

ＥＮＴ

ＥＮＴ

(10秒以内)

(10秒以内)
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TIMER SET

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

１０秒後自動運転開始

ＴＩＭＥＲ ＳＥＴキーを押します

ＣＹＣが点滅表示

（１０－２）周期運転のモード設定

TIMER
SET

ＭＨ

ＥＮＴ

ＥＮＴ

ＥＮＴ

点滅表示中

ＥＮＴキーを２秒以上押します

周期運転の繰り返し回数を設定します
値の変更は矢印キーで行います。
１～９９回まで設定可　０で無限回

運転終了時の動作選択

１：      （運転終了時の設定温度で連続運転）
２：      （温度制御停止）
３：      （別の設定温度Ｔ３で連続運転）
※１～３の数値は矢印キーにて変更します

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

１５.０℃～５０.０℃で設定可能です。

設定後ＥＮＴキーを２秒以上押すと元の表
示に戻ります。

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

ＥＮＴ

３：　　　　を選択した場合、Ｔ３の温度を設定します
値の変更は矢印キーにて行います。　

繰り返し回数が１～９９回の時、運転終了時の動作を選択します

ＥＮＴ

TIMER
SET

ＭＨ

(2秒以上長押し)

ConSの時
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（１１－１）プログラム運転

　　　　　　　温度と時間の変更方法

矢印キーでＴ１の温度を変更します。

現在槽内温度

Ｐｒ□が点滅表示（□はステップ数）

１ステップ目の時単位（Ｈ）が点滅表示します。
仮に２４と入力します。

ＥＮＴキーを押します。

１ステップ目の分単位（Ｍ）が点滅表示します。
仮に００と入力します。

ＥＮＴキーを押します。

と設定温度が交互に表示されます。　仮に３７.０℃と入力します。

ＥＮＴキーを押すと 設定温度に切り替わります

ＥＮＴ

ＥＮＴ

２ステップ目の時単位（Ｈ）が点滅表示します。
仮に８と入力します。

ＥＮＴキーを押します。

２ステップ目の分単位（Ｍ）が点滅表示します。
仮に４５と入力します。

ＥＮＴキーを押します。
(ＥＮＴキーを押すと再び　　設定に戻ります。）

ＥＮＴ

TIMER
SET

TEMP
SET

℃ 

ＭＨ

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

次のページへ

ＴＥＭＰ ＳＥＴを押します

ＴＩＭＥＲ ＳＥＴを押す

ＴＥＭＰ ＳＥＴを押します

矢印キーでＴ２の温度を変更します。
ＥＮＴキーを押します。

と設定温度が交互に表示されます。仮に１５．０℃と入力します。

TEMP SET

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

同様に、ＥＮＴキーを押すごとに設定したステッ
プ数だけ温度を設定します。

同様にステップ数だけ時間を設定します。

Ｐｒ□が点滅表示中、矢印キーでプログラムのステップ数を
変更できます。決定はＥＮＴキーで行います。（□はステップ数）
仮にＰｒ４と入力します。

ＥＮＴ

TEMP SET

ＥＮＴ

TIMER SET

ＥＮＴ

(10秒以内)
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TIMER SET

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

１０秒後自動運転開始

ステップ数の変更は矢印キーで点滅中に行います。

点滅表示

ＴＩＭＥＲ ＳＥＴキーを押す

（１１－２）プログラム運転のモード設定

TIMER
SET

ＭＨ

ＥＮＴ

ＥＮＴ

ＥＮＴ

Ｐｒ□が点滅表示（□はステップ数）

ＥＮＴキーを２秒以上押します

Ｐｒ□運転の繰り返し回数を設定します。
値の変更は矢印キーで行います。
１～９９回まで設定可　０で無限回
ＥＮＴキーを押します。

運転終了時の動作選択

１：　　　　（運転終了時の設定温度で連続運転）
２：　　　　（温度制御停止）
３：　　　　（別の設定温度Ｔ３で連続運転）
※１～３の数値は矢印キーにて変更します。
ＥＮＴキーを押します。

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

１５.０～５０.０℃で設定可能です。

ＥＮＴキーを押します。
（ＥＮＴキーを押すと再び繰り返し回数設定に戻ります。）

設定後ＥＮＴキーを２秒以上押すと元の表示に戻ります。

TEMP
SET

℃ 

TIMER
SET

ＭＨ

ＥＮＴ

３：　　　　を選択した場合、Ｔ３の温度を設定します。
　

繰り返し回数が１～９９回の時、運転終了時の動作を
選択します。

ＥＮＴ

TIMER
SET

ＭＨ

(2秒以上長押し)

ConSの時

(10秒以内)
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◎ 責任 

取扱説明書に記載された内容を厳守してください。 

万一，取扱説明書に反してご使用された場合，事故または故障発生の責任は一切 

負いません。 

取扱説明書で禁止している事項は，実施しないでください。 

思わぬ事故や故障を起こす原因となります。 

 

 

◎ お知らせ 

 

● この取扱説明書の内容は，将来予告なく変更することがあります。 

● 落丁，乱丁はお取替えします。 
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